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論文内容の要 1:::::. 
51 

勲教授原田篤也

本論文はビーノレ醸造の際に副産する麦芽根中の核酸分解酵素を利用したリボ核酸からの 5'ーイノシ

ン酸および 5'ーグアニル酸の製造に関するものであり，基礎的条件の検討から，工業的生産を目的と

した中間工業試験までの結果をまとめたものである。

第 1 編では麦芽根中に存在する工業的に利用可能な酵素の検索を目的に， 種々な酵素活性を測定

し， αーおよびß- アミラーゼ・インベルターゼ・プロテアーゼなどの他に強力な核酸分解酵素の存在

することを示した。

第 2 編では麦芽根の核酸分解酵素系について詳細に検討し， リボ核酸から 5'ーヌクレオチドを生成

するリボヌクレアーゼ!と 2'， 3'ーサイクリックヌクレオチドを経て 2におよび 3'ーヌクレオチドを

生成するリボヌクレアーゼ E が存在すること，および生成したヌクレオチドを分解する 5'ーヌクレオ

チダーゼ， 3'ーヌクレオチダーゼ，ホスホモノエステラーゼの存在すること，さらにヌクレオシダー

ゼおよびヌクレオシドデアミナーゼの存在することを認め，麦芽根の核酸分解酵素系によるリボ核酸

の分解経路を明らかにした。

さらに，これらの酵素の諸性質を検討した結果， リボヌクレアーゼ I が他の酵素に比べ熱に安定で

あり，特に亜鉛イオンの存在下で特異的に耐熱性を増すことを見い出し，この性質を利用して，適当な

条件で熱処理を行なうことにより， リボヌクレアーゼ I のみを残し不必要な酵素を失活させ得る乙と

を認め，麦芽根酵素を用いてリボ核酸から 5'ーヌクレオチドを製造する乙とが可能なことを示した。

第 3 編では麦芽根の核酸分解酵素を利用した 5'ーイノシン酸および 5'ーグアニノレ酸の工業生産を目

的に工業用酵母リボ核酸を原料として諸条件の検討を行ない，その結果をもとに実施した中間工業装

置における生産実験までの結果を示した。

核酸分解条件については第 2 で得た知見を基に，さらに詳細な検討を加え，麦芽根抽出液を10- 3 モ
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ノレの亜鉛イオンの存在下 pH4--7 において 70--75 0C， 5 --20分間熱処理し， pH6 附近， 60--650C 

でリボ核酸に作用させることにより 80%以上の収率で 5'ーヌクレオチドが得られること，および麦芽

根の使用量はリボ核酸に対して重量で 1/2 以上あれば十分であるが反応時間を短縮させるために 2 倍

量を用いれば， 3 時間で最高収率に達することを明らかにした。しかしこの方法では麦芽根から酵素

を抽出する必要があり，操作が煩雑である。そ乙でさらに簡単な分解法につき種々検討した結果，麦

芽根を水洗後抽出酵素液の場合と同様に熱処理を行ない，そのまま不溶性酵素として用いる新しい分

解法を確立した。本法による 5にヌクレオチドの収率は抽出酵素液を用いる場合と同じであり，分解

液への不純物の混入が少なく， 工業的生産の場合の操作が簡便になり， しかも使用後の麦芽根がほ

ぼ原型を保っているために飼料としての利用が可能であるなど多くの優れた利点を有することを認め

7こ。

5'ーヌクレオチドの分離については， 金属塩による分別沈澱を試みたが分離が不完全で採用し得

ず，分析法に用いられているイオン交換樹脂法について検討を加え，工業的には塩酸を展開剤として

用いることが有利であり，従来法よりも塩酸濃度を高くすることにより展開時間を短縮できることを

認めた。

イオン交換樹脂法で分離した 5'ーヌクレオチドは活性炭処理により脱塩，濃縮を行なった。活性炭

からの 5'ーヌクレオチドの溶出には通常アンモニア・エタノーノレ溶液が用いられているが，アンモニ

ア水のみで溶出可能なことを認め，さらに活性炭は連続再使用ができることを明らかにした。

さらに 5'ーアデニノレ酸の 5'ーイノシン酸への脱アミノ化反応および 5'ーヌクレオチドナトリウム塩

の結晶化条件について検討を加え，これらの知見を基に中間工業装置における 5'ーヌクレオチドの生

産実験を行なった結果，完全に満足し得るものではなかったが，工業生産における採算点と考えられ

る収率60%の線には達し得ることを認め，今後さらに改良を加えることにより本法による 5'ーイノシ

ン酸および 5'ーグアニノレ酸の工業生産が可能なことを明らかにした。

論文の審査結果の要旨

本論文はリボ核酸からの 5'ーイノシン酸および 5'ーグアニノレ酸の製造において，麦芽根中の核酸分

解酵素を利用する方法の開発を取扱い基礎的研究，および中間工業的試験を行ない，とくに麦芽根抽

出液のかわりに麦芽根そのままを用い， リボヌクレアーゼ I が他の酵素に比し耐熱性が高く，亜鉛イ

オンによって特異的に耐熱性を増すことを利用して不用な酵素を失活せしめ，不溶酵素として分解に

利用する新しい方法を確立し，さらに，乙れに関連した精製方法をも確立したもので，工業生化学，並

びに醗酵工学に貢献するところ大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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